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気候危機対策の取組みは まだら模様で弱く 展望が欠ける 

気候危機の深まりで、対策は急務だが、実情はまだら模様で集中力にかけ、問題意識は状況の厳しさに追いつい

ていない。 世界平均気温は最高水準で推移し、酷暑への警戒も強まる。  

世界保健機関（WHO）のテドロス事務局長は 6月 28日、「欧州の熱波に関連して平時より増加したと見られる超

過死亡者数が 6月 21日以降で 1300人を超えた」と発表。 テドロス氏は「欧州は地球上で、最も急速に温暖化が

進んでいる大陸で世界平均の 2倍の速さだ」と危機感を表明。 ドイツ東部ブランデンブルグ州では、観測市場最

高の 41.7度に達した。  

京都府と滋賀県の 5月の月平均気温は、5月の観測市場最高だったことが気象庁のデータで判明。  

気候変動の前向きな報告として、5月 23日の京都新聞には「滋賀銀行は 2025年度にグループの温室効果ガス排

出量を実質ゼロにする『カーボンニュートラル』を達成との記事が載っている。  

関西の地銀としては初めてのことだそうだが、他の地域では実施している地銀もあると見られる。  

京都府は 6月 10日脱炭素社会実現に向けて若者が環境問題を学ぶ「WE DO KYOTO! ユースサポータ」を府内の

大学生らに委嘱。企業の取材や啓発動画の作成を通じ、府民の環境意識を高めるリーダーになってもらうことが

目的。参加者の 1人は「無関心層を含む。多くの人に、脱炭素を自分事として捉えてもらえるようにしたいと意

気込む。気候危機対策の現状は、企業も市民も関心を持っているが、様々な行動や主張は点と点になっていて結

びつきが極めて弱く協働した考えや取り組みは著しく遅れている。 その上、全国的に、今何が一番問題なのかの

共通認識に立つことが出来ないでいる。それを早めに確立することが重要である。  （文責 伊藤錚治） 
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気候変動新聞 



八幡市と地下水の関係 ― 高低差が生んだ水の恵み（１） 

八幡市は、京都盆地の南部に位置する街です。周囲を男山や美濃山などの丘陵に囲まれ、中央部

から東部にかけて平坦な田園地帯が広がる地形が特徴です。この高低差と盆地構造が、豊富な地下

水を育む基盤となっています。    

京都盆地全体は、北から南へ緩やかに傾斜する複合扇状地の上にあり、山地からの浸透水が地下

に蓄積しやすい環境です。八幡市は、その南端に近く、天王山と男山に挟まれた狭隘部を通じて水

が流れ出る「出口」にあたる場所でもあります。  盆地の地下には「京都水盆」と呼ばれる巨大な

地下水貯留層が存在します。 

東西約 12km、南北約 33km、最深部 800m 近くに達し、総量は 211 億トンとも推定され、琵琶湖に匹

敵する規模です。周辺山地に降った雨が地中深く浸透し、砂礫層や帯水層にゆっくりと蓄えられま

す。八幡市では、この地下水を上水道の約  %に利用しており、深度 150m 程度までの良質な水を汲

み上げています。直径 30cm の井戸から 1 日 2000〜2500 トンもの水が得られるケースもあり、都市

の生活を支える重要な資源です。   

男山周辺は特に古くから名水の地として知られます。「八幡五水」と称された井戸群（筒井、藤井、

石清水井、山ノ井、御庭の水）が歴史的に重要で、石清水八幡宮の神事にも用いられてきました。

現在も「石清水井」は冬でも凍らず夏でも枯れにくい霊泉として残り、「新・やわた五水めぐり」

等で地域の魅力として発信されています。  （２）に続く      （文責 中村たかし）                            

 

 

 

編集後記 

昔から太陽と地球の距離は変わっていないのに、「危険な〇〇」が増えました。産業革命以来、生活が

便利になった一方で地球環境は少しずつ壊れてきました。南極や北極の氷、アルプスの雪がすごいスピ

ードで溶けています。太平洋の小さな島々がすでに消え始めています。私たちが今、やるべきことは何

でしょうか。ぜひ、読者の皆さんと一緒に考え、小さなことからでも実行していきたいと思います。  

編集委員 石野喜幸  

 


